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東京新潟県人会
ひろげよう ＂ふるさとの輪＂
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湯沢町『湯沢高原のコキア畑』



「100 年継続する企業をめざして」 
誇りと責任を持って安心と快適をお届けします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         https://www.nikoh-sng.co.jp 
 

■本  社 〒163-0669 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 36 階 
TEL:03-3344-5711（代表）／FAX:03-3344-5986 

■支  社 東京・神奈川・関東・北海道・新潟・上信・東海・関西・九州 
■営 業 所 札幌・釧路・旭川・帯広・函館・新潟・⾧岡・柏崎・上越・糸魚川・苗場・⾧野・松本 
      ・高崎・さいたま・名古屋・大阪・神戸・福岡・佐世保 
■業務内容 施設運営事業（総合ビルメンテナンス業［設備・清掃・警備］・建物修繕・建物包括診断 

・ホテル客室整備・マンション管理）／プロパティマネジメント事業／介護事業 
■関連会社 二幸ホールディングス株式会社・株式会社アセント・富士防災警備株式会社 

・糸魚川二幸株式会社 
 

 
                        http://hotel-ascent.jp/ 
 

■ホテル アセントイン札幌 北海道札幌市白石区東札幌 3 条 2 丁目 1-3 TEL 011-820-2800 
■ホテル ハミルトン札幌 北海道札幌市中央区南 1 条西 15 丁目 1-238 TEL 011-632-0080 
■ホテル フロンティアいわき 福島県いわき市平字大工町 10-6 TEL 0246-25-1117 
■ホテル アセント浜松 静岡県浜松市中区砂山町 353-1 TEL 053-454-0330 
■ホテル アセントプラザ浜松 静岡県浜松市中区板屋町 2-109 TEL 053-453-2500 
■ホテル サウスガーデン浜松 静岡県浜松市中区砂山町 325-30 TEL 053-451-1800 
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９月号目次

黒崎 勇氏（1920 ～ 2005）は、大正 9 年、北魚沼郡片貝（現・小千谷市）で生まれる。
講談社の「少年社員」として出版人の道をスタート。兵役を経て、昭和 21 年に 
光文社へ復帰。『少女』編集長を経て、昭和 33 年（1958）『女性自身』創刊編集長
となり、同誌を 100 万雑誌（昭和 44 年新年号 116 万部）に育て上げ ‘ 伝説の編集者 ’
と称されている。昭和45年（1970）、株式会社祥伝社を設立し、代表取締役に就任。
女性誌『微笑』、『新鮮』を創刊、又、書籍「ノン・ブック」、「ノン・ノベルス」・ 
シリーズを出版している。平成 17 年（2005）1 月 13 日逝去。享年 84 歳。

黒崎 勇
『女性自身』創刊号（1958.12.14） 創刊第 2号（1958.12.21）

（出版人）

◎表紙◎
湯沢高原

パノラマパーク
『コキア畑の紅葉』

写真提供：
湯沢町企画観光課

湯沢高原パノラマパーク（標高
1,000 ｍ）へは、世界最大級のロー
プウェイに乗り約７分で到着。
夏季は 2,500 ｍ級高山を再現した
植物園や、サマーボブスレーなど
のアトラクションを楽しめます。

そんなパノラマステーション前
に広がるコキア畑。緑色だった
葉は、９月中旬から10月にかけて
一面を燃えるような赤色に染め
上げます。山々よりも一足早く色
づく格好のビュー・スポットです。

NIIGATA《名作・至宝》GALLERY

（�3�）



ご
来
賓
、
県
人
会
会
員

総
勢
５
４
０
名
が
一
同
に
会
す

ま
だ
梅
雨
明
け
な
が
ら
連
日
猛

暑
続
き
の
７
月
17
日
、
東
京
新
潟

県
人
会
の
令
和
５
年
度
納
涼
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
３
年
間
中
止
と
な
り
４

年
ぶ
り
と
な
っ
た
目
白
の
椿
山
荘

に
は
開
催
時
間
の
随
分
前
か
ら
多

く
の
方
々
が
詰
め
か
け
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
な
ど
に
挨
拶
を
交
わ
す

姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
の
５
階
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

「
椿
」
の
間
に
は
５
４
０
名
の
参

加
者
で
、
各
地
区
ご
と
多
く
の

テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
久
し
ぶ
り

の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

11
時
20
分
、
根
津
万
寿
夫
県 

人
会
副
会
長
の
司
会
進
行
の
も
と

開
会
と
な
り
、
全
員
で
の
国
歌
斉

唱
の
あ
と
、
実
行
委
員
長
の
細
井

ミ
ツ
子
県
人
会
副
会
長
の
開
会
挨

拶
、
小
林
県
人
会
会
長
挨
拶
、
来

賓
紹
介
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
花
角

英
世
新
潟
県
知
事
と
高
橋
邦
芳
村

上
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

渡
辺
佐
渡
市
長
か
ら
佐
渡
金
山
世

界
遺
産
登
録
へ
の
活
動
報
告
の
あ

と
、
楡
井
辰
雄
新
潟
県
議
会
議
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
会
と
な
り
ま

し
た
。

各
ご
挨
拶
の
中
に
あ
っ
た「
何
か 

と
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
昨
今
で

楽
し
い
こ
と
も
必
要
で
す
」「
同
郷 

の
絆
、
久
し
ぶ
り
の
交
流
、
新
し

い
交
流
を
ぜ
ひ
持
っ
て
く
だ
さ
い
」 

な
ど
、
美
味
し
い
お
酒
と
食
事
を

と
り
な
が
ら
盛
ん
に
席
を
移
動
し

な
が
ら
、
皆
さ
ん
大
い
に
懇
親
を

図
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
続
き

結
び
の
謝
辞
・
万
歳
で
終
了

１
時
間
半
後
、
第
二
部
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出

身
の
方
に
よ
る
珍
し
い
楽
器
の
演

奏
と
歌
が
披
露
さ
れ
、
つ
づ
い
て

出
演
希
望
者
に
よ
る
独
唱
や
詩
吟
、 

舞
踏
な
ど
自
慢
の
喉
を
聴
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
故
郷
懐
か

し
い
「
十
日
町
小
唄
」
と
「
佐
渡

お
け
さ
」
は
参
加
者
の
会
場
輪
踊

り
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
締
め
は
県

民
歌
を
参
加
者
全
員
で
元
気
よ
く

歌
い
上
げ
ま
し
た
。

午
後
２
時
半
、
名
残
り
惜
し
い

中
で
の
閉
会
は
、
実
行
副
委
員
長

の
福
原
弘
県
人
会
副
会
長
に
よ
る
、 

お
礼
の
言
葉
と
万
歳
三
唱
を
も
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

令和 5 年納涼まつり会場

高橋 邦芳・村上市長

花角 英世・新潟県知事

渡辺 竜五・佐渡市長

小林 保廣・県人会会長

細井 ミツ子・実行委員長

―  PHOTO ALBUM ―
日時：令和５年（2023年）７月17日（月）11：20 ～ 14：30

会場：ホテル椿山荘東京  バンケット棟５階グランドホール「椿」

納 涼 ま つ り

東京新潟県人会
令和５年

（ 4 ）



会場内・交流・交歓綜合司会・根津万寿夫

乾杯音頭の楡井辰雄・県議会議長壇上の「鏡開き」風景 ②

謝辞と万歳三唱・福原弘県人会副会長

令和５年納涼まつり
プログラム

総合司会　根津万寿夫

第１部 進行：西野 七海

11：20　開会 司会
11：25　国歌斉唱 蘭燃
11：30　実行委員長挨拶 細井ミツ子
11：35　会長挨拶 小林 保廣
11：40　来賓紹介
11：50　来賓祝辞 新潟県知事 花角英世
12：05　市町村長代表　村上市長 高橋邦芳
12：10　「佐渡島（さど）の金銀山」
　　　　世界文化遺産登録に向けて
 佐渡市長 渡辺 竜五
12：20　鏡開き
12：30　乾杯　新潟県議会議長  楡井 辰雄

第２部 アトラクション 進行：桂 歌助

12：50　特別出演　カテリーナ
 （ウクライナ出身 / バンドゥーラ奏者）
13：10 ～　アトラクション
１. 唱　「天神囃子」十日町市民謡協会
　　　　 広田公男・林潔・佐藤清・水落まどか
　　　　 藤田晃一・佐藤勲・中島美穂
２. 詩吟「時に想う」遠山忠吾（新潟荒川会）
３. 独唱「佐渡の恋唄」服部清子（東京小国会）
４. 新舞踊「花の白虎隊」 永田よし子
 （東京六日町会）
５. 独唱「ふるさと灯り」 小沼貞雄（東京魚沼会）
６. 独唱「おまえとならば」 三来秀
 （葛飾区新潟県人会）
７. 十日町小唄　皆様で輪踊り
　　　　　　　　東京十日町会一同
８. 独唱「おんなの越後路」舞さくら（海の柏崎会）
９. 佐渡おけさ　皆様で輪踊り　おけさクラブ
 東京新潟県人会

結び
14：20　県民歌　指揮　宮田 タマ恵
14：25　謝辞／万歳三唱
　　　 実行副委員長　福原 弘
 （敬称略）

壇上の「鏡開き」風景 ①

県民歌指揮・宮田タマ恵（東京三條会）

元
気
な
掛
け
声
と
と
も
に

越
後
銘
酒
の
「
鏡
開
き
」

　
納
涼
ま
つ
り
恒
例
の
鏡
開
き
。

今
年
は
、
越
後
銘
酒
・
朝
日
山
、

北
雪
、八
海
山
の
三
樽
が
壇
上
に
。

「
せ
ー
の
」、「
よ
い
し
ょ
」と
い
う
大 

き
な
掛
声
が
起
こ
り
、会
場
の
全
員 

で
、
元
気
よ
く
乾
杯
。

会
場
の
全
員
で

高
ら
か
に「
新
潟
県
民
歌
」を
歌
う

　
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ワ 

ー
が
終
わ
り
、一
拍
し
て
、結
び
へ
。

ま
ず
、
宮
田
タ
マ
恵
さ
ん
指
揮
で
、

全
員
で「
県
民
歌
」の
大
合
唱
。福

原
弘
・
実
行
副
委
員
長
の「
謝
辞
」 

で
と
ど
こ
お
り
な
く
終
了
。
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「詩吟」・遠山忠吾さん（新潟荒川会）

「ふるさと灯リ」小沼貞雄さん（東京魚沼会）

 アトラクション進行の桂歌助・師匠

「佐渡の恋唄」服部清子さん（東京小国会）

「おまえとならば」三来秀さん（葛飾区新潟県人会）

「佐渡おけさ」おけさクラブ「佐渡おけさ」輪踊り・県人会会員

「天神囃子」十日町市民謡協会バンドゥーラを奏す
カテリーナさん（ウクライナ出身）

「花の白虎隊」永田よし子さん（東京六日町会）

「おんなの越後路」舞さくらさん（海の柏崎会）

「十日町小唄」輪踊り・東京十日町会一同

各
郷
人
会
の
〝
芸
達
者
〟
が
集
合

多
彩
な
演
目
を
披
露

桂
歌
助
師
匠
（
噺
家
・
東
京
十
日
町
会
会
員
）

の
司
会
の
も
と
、
ト
ッ
プ
・
バ
ッ
タ
ー
の

特
別
出
演
・
カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ

出
身
）
か
ら
、
最
後
の
佐
渡
お
け
さ
ま
で
、

詩
吟
・
独
唱
・
新
舞
踊
…
と
多
彩
な
演
目
が

披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
お
く

ら
れ
て
い
た
。

第二部
アトラクション

ATTRACTION

 

（
広
報
・
佐
藤
／
樋
口
）

（ 6 ）



地区県人会・郷人会だより

近
来
稀
に
見
る
大
盛
会

「
は
ち
ゃ
ま
ぁ
え
っ
さ
だ
っ
け 

の
ぉ
ー
ね
ら
、た
っ
し
ょ
だ
っ
た
か

い
」か
ら
始
ま
っ
た
齋
藤
信
夫

山
平
会
の
挨
拶
は
、喜
び
に
満

ち
溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
６
月
11
日
午
前
11 

時
か
ら
い
つ
も
の
山
手
線
日
暮

里
駅
に
ほ
ど
近
く
の
、ア
ー
ト
ホ 

テ
ル
日
暮
里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
於 

い
て
第
31
回 

山
平
会
の
総
会
・ 

懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
会
員
と
来
賓
と
合 

わ
せ
て
１
４
２
名
が
一
堂
に
会
し 

た
の
は
、越
後
の
山
の
中
の
小
さ 

な「
山
平
会
」と
し
て
は
創
立
以 

来
、近
来
稀
に
見
る
快
挙
と
云 

わ
れ
る
規
模
の
総
会
、懇
親
会 

と
な
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
、故
郷
の
皆
さ
ん
、 

東
京
松
代
会
の
皆
さ
ん
、松
代

早
稲
田
じ
ょ
ん
の
び
倶
楽
部
の
皆 

さ
ん
、そ
し
て
、東
京
新
潟
県
人 

会
の
皆
さ
ん
も
馳
せ
参
じ
て
く 

れ
ま
し
た
。

満
員
の
定
期
の
総
会
は
、ま
ず
、

 

冒
頭
の
齋
藤
信
夫
第
８
代
山
平 

当
会
は
、
首
都
圏
で
各
地

域
単
位
で
活
動
し
て
い
る
長

岡
市
出
身
者
の
郷
人
会
及
び

学
校
同
窓
会
東
京
支
部
の
連

合
体
で
す
。
平
成
27
年
度
に

設
立
さ
れ
て
か
ら
、
８
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
団
体

相
互
の
親
睦
を
深
め
、
郷
土

と
首
都
圏
の
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、会
報
誌「
ふ

る
さ
と
な
が
お
か
応
援
倶
楽

部
通
信
」
を
通
じ
た
情
報
発

信
、
郷
土
の
名
産
品
を
販
売

す
る
「
越
後
長
岡
ふ
る
さ
と

会
フ
ェ
ア
」
の
開
催
な
ど
に

よ
る
長
岡
の
魅
力
発
信
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

総
会
・
懇
親
会
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
３
年
連
続
で
中
止
と

な
っ
て
お
り
、
今
回
は
、
４

年
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ
と
な
り

ま
し
た
。

総
会
の
議
案
審
議
で
は
、

令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、
令
和
５
年
度
事
業

計
画
案
、
予
算
案
、
役
員
選

会
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま 

し
た
。

次
い
で
、東
京
松
代
会
の
石
田 

廣
行
会
長
か
ら
挨
拶
を
戴
き
ま 

し
た
。故
郷
か
ら
は
、樋
口
彰
松 

代
支
所
長
よ
り
、公
務
の
為
、出

席
で
き
な
かった
、関
口
芳
夫
十

日
町
市
長
よ
り
の
お
祝
い
の
言

葉
の
代
読
と
挨
拶
を
戴
き
ま
し

た
。そ
し
て
、早
稲
田
じ
ょ
ん
の 

び
倶
楽
部
か
ら
は
５
名
の
参
加

者
が
有
り
、副
幹
事
長
の
島
睦 

（
し
ま
け
つ
き
）さ
ん
よ
り
挨
拶
を 

戴
き
ま
し
た
。

続
い
て
、第
二
部
の
懇
親
会
は
、 

お
馴
染
み
の
柏
崎
出
身
の
キ
ン
グ 

レ
コ
ー
ド
の
舞
さ
く
ら
さ
ん
の

出
に
つ
い
て
諮
り
、
全
て
の

議
案
に
つ
い
て
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
心

機
一
転
、
新
た
に
選
出
さ
れ

た
新
会
長
、副
会
長
の
も
と
、

長
岡
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

懇
親
会
で
は
、
参
加
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
会
か
ら
、
近
況

を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
し
て

い
る
団
体
も
い
く
つ
か
あ
り
、

ど
の
団
体
も
、
こ
れ
か
ら
、

徐
々
に
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う

な
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
と

い
う
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
岡
の
地
酒
を
味

わ
い
な
が
ら
、
他
団
体
の
近

況
に
耳
を
傾
け
、
会
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
る
み
な
さ
ん

の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

懇
親
会
の
終
盤
で
は
、
会

話
が
弾
ん
で
、
時
間
が
足
り

な
い
ほ
ど
で
し
た
が
、
今
後

の
活
動
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ

つ
つ
、
盛
大
な
拍
手
と
と
も

歌
謡
シ
ョ
ー
の
幕
が
開
き
ま
し

た
。愛
の
十
日
町
や
越
後
獅
子

や
河
内
音
頭
等
熱
唱
し
て
会

場
を
湧
か
せ
ま
し
た
。

場
内
は
興
奮
状
態
の
ま
ま
乾 

杯
と
な
り
宴
会
が
始
ま
り
ま
し 

た
。ご
馳
走
は
去
年
と
同
じ
く

豪
華
な
お
弁
当
箱
入
り
で
、衛

生
面
も
完
璧
で
す
。

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
は
、マ
ス 

ク
外
し
て
相
手
を
確
か
め
な
が 

ら
も
、再
会
を
喜
び
、談
笑
に
明 

け
暮
れ
て
お
り
ま
し
た
。筆
者
も 

親
戚
の
板
屋
の
百
合
子
さ
ん
や
、

親
家
の
早
苗
さ
ん
や
幼
な
馴
染

み
の
ほ
し
ば
の
政
広
君
な
ど
と

何
十
年
ぶ
り
か
の
再
会
を
果
た

し
、昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

さ
て
。何
時
も
の
福
引
き
に

入
り
、こ
の
日
の
為
に
準
備
し
贈

呈
さ
れ
た
景
品
が
、出
席
者
全

員
に
渡
る
よ
う
用
意
さ
れ
た
、

豪
華
な
景
品
の
当
選
発
表
の
た

び
に
歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
。カ
ラ
オ
ケ
大
会 

の
後
に
、全
員
に
よ
る
母
校「
山 

平
中
学
校
」の
校
歌
と
、お
馴
染 

み
の「
ふ
る
さ
と
」合
唱
、三
本 

締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

ね
ら
た
っ
し
ょ
で

よ
く
ぞ
元
気
に
集
ま
っ
た

故
郷
嬉
し
や
山
平
会
か
な�

�

夢
暁
　

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
年

度
の
、
越
後
長
岡
ふ
る
さ
と

会
の
活
動
を
盛
り
上
げ
る
す

ば
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
り

ま
し
た
。

第
31
回 

山
平
会
総
会

　
　
―
十
日
町
市
松
代
山
平
地
区

日
時
：
６
月
11
日
（
日
）
11
：
00
～
14
：
00

場
所
：
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
日
暮
里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

▶
舞
さ
く
ら
さ
ん
を
囲
ん
で

　齋
藤
信
夫
・
山
平
会
会
長（
左
）と

　石
田
廣
行
・
松
代
会
会
長（
右
）

越
後
長
岡
ふ
る
さ
と
会 

会
長
　
大
原 

精
一

令
和
５
年
度
　
総
会
・
懇
親
会

日
時
：
令
和
５
年
６
月
10
日（
土
）11
時
30
分
～

会
場
：
会
場
：
東
京  

浅
草
橋  

ベ
ル
モ
ン
ト
ホ
テ
ル
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夢
の
通
貨
「
デ
ジ
タ
ル
通
貨
」
を

専
門
家
が
優
し
く
解
説

い
よ
い
よ
、
日
本
で
も
「
夢
の

通
貨
」
な
ど
と
も
い
わ
れ
る
デ
ジ

タ
ル
通
貨
を
日
銀
が
発
行
す
る
こ

と
が
、
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
備
え
て
、
そ
れ
は
ど

ん
な
お
金
な
の
か
、
私
た
ち
の
生

活
が
ど
う
変
わ
る
の
か
を
、
経
済

や
金
融
の
知
識
の
な
い
人
で
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
、
易
し
く
、
面

白
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
卓
話
者
・
中
條
誠
一
氏

は
、
１
９
４
９
年
新
潟
県
川
西
町

（
現
在
は
十
日
町
市
）
生
ま
れ
。

１
９
７
３
年
に
中
央
大
学
大
学
院

修
士
課
程
を
修
了
し
、（
株
）
日

商
岩
井
（
現
・
双
日
）
に
入
社
。

約
11
年
間
、
同
社
調
査
室
の
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
勤
務
し
た
後
、

大
阪
市
立
大
学
商
学
部
助
教
授
・

教
授
を
経
て
、
１
９
９
６
年
中
央

大
学
経
済
学
部
教
授
に
就
任
。

２
０
１
９
年
に
退
職
し
、
現
在
は

中
央
大
学
名
誉
教
授
。
長
ら
く
、

国
際
金
融
や
通
貨
の
研
究
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
一

般
の
方
々
向
け
の
市
民
講
座
や
講

演
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
「
卓
話
の
時
間
」
に
お
招
き

し
、
次
の
よ
う
な
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

スライドを使って丁寧に解説

卓話者・中條 誠一氏

参加者一同も「卓話」に参加

　
⦿
「
卓
話
」
要
旨
⦿

ペ
イ
ペ
イ
は
お
金
で
は
な
い
が
、

デ
ジ
タ
ル
通
貨
は
お
金
そ
の
も
の

ま
ず
初
め
に
、
何
が
お
金
で
、

「
デ
ジ
タ
ル
通
貨
」
と
は
ど
ん
な

も
の
か
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
お
金

は
、
現
金
と
預
金
の
２
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
、
新
た
に
第

３
の
お
金
と
し
て
出
て
き
た
の

が
、「
夢
の
通
貨
」
と
言
わ
れ
る

デ
ジ
タ
ル
通
貨
で
す
が
、
手
に
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
分
か
り

に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
ず
今
お
買

物
の
支
払
い
に
使
っ
て
い
る
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、

『新しいお金・デジタル通貨って、どんなお金？』
――私たちの生活はどう変わるの？――

卓話者：中條 誠一（中央大学名誉教授・東京十日町会会員）
日時：７月 11日（火）

場所：ふれあいふるさと館（県人会館）３階会議室

第 48 回　「卓話の時間」

ス
マ
ホ
の
決
済
ア
プ
リ
な
ど
と
の

違
い
か
ら
お
話
し
ま
す
。
皆
さ
ん

は
こ
れ
ら
を
お
金
と
思
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
間

違
い
で
す
。

現
金
と
預
金
と
い
う
２
つ
の
お

金
は
、
今
日
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド

社
会
で
は
、
あ
ま
り
使
い
勝
手
が

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
金
は
手
渡

さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
、
預

金
と
な
る
と
銀
行
に
行
っ
て
口
座

振
替
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
不
便
さ
を
軽
減
し
、
お

店
で
ス
ム
ー
ズ
に
お
買
物
が
で
き

る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
も
の
が
使

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

確
か
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

ペ
イ
ペ
イ
な
ど
は
お
金
と
勘
違
い

し
か
ね
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
よ
く

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち

が
ペ
イ
ペ
イ
で
ピ
ィ
ピ
ィ
と
し

て
、
お
買
物
を
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
で
最
終
的
な
支
払
い
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
事
前
に

チ
ャ
ー
ジ
す
る
と
、
ペ
イ
ペ
イ
の

発
行
会
社
の
預
金
口
座
に
そ
れ
が

プ
ー
ル
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
お
店
の

口
座
に
預
金
が
振
り
替
え
ら
れ
て

初
め
て
、
お
店
は
代
金
が
い
た
だ

け
る
か
ら
で
す
。
ペ
イ
ペ
イ
は
背

後
に
預
金
と
い
う
お
金
が
あ
っ

て
、
顧
客
→
ペ
イ
ペ
イ
発
行
会
社

→
お
店
へ
と
口
座
振
替
を
速
や
か

に
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
最
終
的
な
支

払
い
を
し
て
い
る
預
金
が
お
金

で
、
こ
れ
ら
は
そ
の
使
い
勝
手
を

良
く
す
る「
お
金
の
よ
う
な
も
の
」

と
で
も
い
っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。

同
じ
デ
ジ
タ
ル
化
で
も
、
ペ
イ

（ 8 ）



て
、
銀
行
に
預
け
て
お
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
の
方
が

安
心
で
す
し
、
そ
う
い
う
人
が
い

な
い
と
、
世
の
中
で
余
っ
て
い
る

お
金
を
今
必
要
な
と
こ
ろ
に
回
す

と
い
う
金
融
仲
介
が
滞
っ
て
し
ま

い
ま
す
。預
金
と
い
う
お
金
に
は
、

口
座
振
替
で
支
払
い
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
貯
蓄
と
投
資
を
結
び
つ

け
る
と
い
う
も
う
一
つ
の
大
事
な

役
割
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
な
る
と
、
銀
行
は
そ
の
金
融
仲

介
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ

ル
通
貨
の
発
行
に
も
携
わ
り
そ
う

で
す
か
ら
、
多
く
が
潰
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
も
な
さ
そ
う
で
す
。

そ
の
預
金
で
素
早
く
支
払
い
を

す
る
た
め
に
、
ペ
イ
ペ
イ
な
ど
の

「
お
金
の
よ
う
な
も
の
」
を
活
用

し
続
け
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の

方
が
よ
り
便
利
で
す
か
ら
、
そ
れ

に
対
抗
で
き
る
よ
う
に
発
行
会
社

は
使
え
る
店
を
増
や
し
た
り
、

ク
ー
ポ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
充
実

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
私
た
ち
は
今
以
上

に
自
分
の
好
み
や
生
活
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
て
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
が
加

わ
っ
た
お
金
や
「
お
金
の
よ
う
な

も
の
」
を
使
い
分
け
る
時
代
に
な

り
そ
う
で
す
。

が
得
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
ん
な

特
権
を
一
部
の
民
間
主
体
に
だ
け

与
え
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で

お
金
を
選
ぶ
時
代
に

そ
ん
な
デ
ジ
タ
ル
通
貨
が
登
場

し
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
先
ほ
ど
、

銀
行
の
中
抜
き
が
可
能
と
い
い
ま

し
た
が
、
実
際
は
日
銀
が
発
行
し

全
て
管
理
す
る
の
は
難
し
い
た

め
、
銀
行
を
通
じ
て
発
行
（
間
接

発
行
）
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。も

ち
ろ
ん
日
常
の
支
払
い
に
お

い
て
、
私
た
ち
の
選
択
肢
が
広
が

り
ま
す
が
、
便
利
な
デ
ジ
タ
ル
通

貨
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
が
進
む
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ア

ナ
ロ
グ
人
間
は
い
つ
の
世
で
も
い

ま
す
か
ら
、
現
金
が
ま
っ
た
く
な

く
な
り
は
し
ま
せ
ん
が
、
町
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
多
く
が
姿
を
消
す
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

預
金
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
稼

い
だ
お
金
を
全
て
デ
ジ
タ
ル
通
貨

に
し
て
ス
マ
ホ
で
持
ち
歩
く
人
は

い
な
い
で
し
ょ
う
。
や
は
り
、
当

面
使
わ
な
い
お
金
は
預
金
と
し

ペ
イ
は
現
金
や
預
金
と
い
う
お
金

の
支
払
い
方
法
を
、
デ
ジ
タ
ル
通

貨
は
お
金
そ
の
も
の
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ペ

イ
ペ
イ
で
支
払
い
を
す
る
場
合
に

は
、
裏
に
預
金
が
あ
っ
て
、
そ
れ

で
口
座
振
替
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
通

貨
は
そ
れ
自
体
で
お
店
に
支
払
い

を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
通
貨
は
お
金
そ
の
も
の

だ
か
ら
で
す
。
も
っ
と
具
体
的
な

違
い
を
い
い
ま
す
と
、
ペ
イ
ペ
イ

は
特
定
の
加
盟
店
で
し
か
使
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨

は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
使
え
ま

す
。
ま
た
、
ペ
イ
ペ
イ
は
使
用
料

（
主
に
、
お
店
が
負
担
）
が
必
要

で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
金
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル

通
貨
と
ペ
イ
ペ
イ
な
ど
の
「
お
金

の
よ
う
な
も
の
」
と
は
、
ま
っ
た

く
次
元
の
違
う
も
の
な
の
で
す
。

い
よ
い
よ
、
新
し
い
第
３
の

お
金
が
誕
生

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
お
金
と
新

し
い
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
比
べ
て
み

ま
し
ょ
う
。
現
金
は
説
明
す
る
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
と
も
に

バ
ー
チ
ャ
ル
な
お
金
で
あ
る
預
金

と
の
違
い
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

預
金
と
い
う
お
金
の
正
体
は
銀

行
の
サ
ー
バ
ー
の
中
に
あ
る
「
入

出
金
と
残
高
の
デ
ー
タ
」
な
の
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
通
貨
と
同
じ
く
、

そ
れ
で
お
買
い
物
が
で
き
る
の
で

「
価
値
を
持
っ
た
デ
ー
タ
」
と
い

い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
最
近
ま
で
は
こ

れ
は
途
中
で
改
ざ
ん
さ
れ
る
危
険

が
あ
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
上
で
や
り

取
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
や
む
を
得
ず
、
多
く
の
人
が
お

金
と
い
う
大
事
な
自
分
の
デ
ー
タ

を
銀
行
に
預
金
と
し
て
預
け
て
、

口
座
振
替
と
い
う
方
法
で
や
り
取

り
を
し
て
き
ま
し
た
。
銀
行
間
で

受
払
い
の
情
報（
普
通
の
デ
ー
タ
）

を
流
し
て
、
受
払
人
の
預
金
口
座

を
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
す
る
方
法

で
す
。
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も

銀
行
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
の
や
り
方
だ
と
手
間
も
時
間
も

コ
ス
ト
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
と
い
う
画
期
的
な
技
術
が
開
発

さ
れ
、改
ざ
ん
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

ネ
ッ
ト
上
で
お
金
そ
の
も
の
を
送

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
と
な
る
と
、
銀
行
の
サ
ー

バ
ー
に
預
け
て
お
く
必
要
は
な

く
、自
分
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で

管
理
し
、
そ
こ
か
ら
相
手
と
ネ
ッ

ト
上
で
直
接
や
り
取
り
出
来
る
お

金
、
す
な
わ
ち
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の

誕
生
と
い
う
わ
け
で
す
。
預
金
と

違
い
、
極
め
て
効
率
的
で
、
銀
行

の
中
抜
き
が
で
き
る
「
夢
の
通
貨
」

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

誰
が
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を

発
行
す
べ
き
か

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
そ
の
発
行
は
民
間
が
先

行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
デ
ジ

タ
ル
通
貨
は
政
府
が
き
ち
ん
と
発

行
・
管
理
す
べ
き
で
す
。

お
金
は
、
便
利
で
あ
る
だ
け
で

は
な
く
、
安
全
、
安
心
に
使
え
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
民
間
が
発

行
す
る
と
な
る
と
、
そ
れ
が
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
密
輸
や
麻
薬
取
引
に
使
用

さ
れ
た
り
、
発
行
者
が
信
用
を
失

い
、
そ
の
価
値
が
暴
落
し
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
民
間
が
次
々
に
デ
ジ
タ

ル
通
貨
を
発
行
す
る
と
、
政
府
の

金
融
政
策
が
う
ま
く
機
能
し
な
く

な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
お
金
を
発
行
す
る
と
確
実
に

独
占
的
な
利
益
（
通
貨
発
行
益
）
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1
日
㈯	

Ｉ
Ｍ
Ｏ	

２
０
２
３	

Ｃａｍｐ（
Ｙ
Ｈ
）

	
	

長
谷
弘
工
業

	
	

東
京
弥
彦
村
人
会

	
	

南
魚
沼
ふ
る
さ
と
会

	
	

村
上
市
朝
日
ふ
る
さ
と
会

	
	

東
京
奴
奈
川
会

	
	

村
上
高
等
学
校
同
窓
会

	
	

関
東
支
部

2
日
㈰	

Ｉ
Ｍ
Ｏ	

２
０
２
３	
Ｃａｍｐ（
Ｙ
Ｈ
）

	
	

株
式
会
社
Ａ
Ｓ
Ｈ

	
	

お
け
さ
友
愛
会

	
	

東
京
良
寛
会

	
	

台
東
新
潟
県
人
会

3
日
㈪	

Ｉ
Ｍ
Ｏ	

２
０
２
３	

Ｃａｍｐ（
Ｙ
Ｈ
）

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

4
日
㈫	

Ｉ
Ｍ
Ｏ	

２
０
２
３	

Ｃａｍｐ（
Ｙ
Ｈ
）

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

正
副
会
長
会
議
常
務
理
事
会

5
日
㈬	

Ｉ
Ｍ
Ｏ	

２
０
２
３	

Ｃａｍｐ（
Ｙ
Ｈ
）

6
日
㈭	

佐
渡
お
け
さ
講
習
会

	
	

東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー

	
	

協
同
組
合
指
定
工
場
会

7
日
㈮	

歌
声
ク
ラ
ブ

8
日
㈯	

首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

	
	

株
式
会
社
Ａ
Ｓ
Ｈ

	
	

東
京
相
川
会

	
	

巻
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

六
日
町
高
校
東
京
同
窓
会

9
日
㈰	

若
波
会

	
	

鯖
石
郷
大
沢
会

10
日
㈪	

新
潟
お
け
さ
会

	
	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

	
	

連
盟
関
東
支
部
連
合
会

	
	

佐
渡
お
け
さ
講
習
会

11
日
㈫	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

卓
話
の
時
間

	
	

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス

12
日
㈬	

Ｆ
Ｐ
Ｔ
日
本
語
学
校（
Ｙ
Ｈ
）

	
	

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
㈱
総
務
課

	
	

納
涼
ま
つ
り
実
行
委
員
会

13
日
㈭	

組
織
委
員
会

	
	

文
化
委
員
会

事務局からのお知らせ

	
	

（
一
社
）国
際
環
境
研
究
協
会

	
	

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

14
日
㈮	

第
四
北
越
銀
行

	
	

納
涼
ま
つ
り
準
備

	
	

納
涼
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
正
副
）

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

草
木

	
	

広
報
委
員
会

15
日
㈯	

納
涼
ま
つ
り
準
備

	
	

東
京
出
雲
崎
会

16
日
㈰	

納
涼
ま
つ
り
準
備

	
	

東
京
分
水
会

	
	

東
京
新
潟
西
川
会

	
	

東
京
吉
川
会

	
	

Ｆ
Ｐ
Ｔ
日
本
語
学
校（
Ｙ
Ｈ
）

18
日
㈫	
三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

Ｌ
Ｐ
Ｇ
内
燃
機
関
工
業
会

20
日
㈭	
三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

	
	

桂
歌
助
　
一
笑
会

21
日
㈮	

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

	
	

㈱
ア
イ
テ
ィ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

22
日
㈯	

城
下
町
新
発
田
会

	
	

女
性
委
員
会

	
	

シ
ャ
ト
ル
の
会

	
	

東
京
松
代
会
広
報

	
	

高
田
高
等
学
校
校
友
会
東
京
支
部

	
	

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

	
	

六
日
町
高
校
東
京
同
窓
会

23
日
㈰	

新
発
田
高
等
学
校
首
都
圏

	
	

同
窓
会
支
部

	
	

Ｆ
Ｐ
Ｔ
日
本
語
学
校（
Ｙ
Ｈ
）

	
	

東
京
良
寛
会

25
日
㈫	

国
際
環
境
研
究
協
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

首
都
圏
佐
渡
連
合
会

	
	

財
団
理
事
会

27
日
㈭	

三
洋
電
機
洋
友
会

28
日
㈮	Saint	A

ngela	Choir

（
Ｙ
Ｈ
）

	
	

え
ち
ご
妙
高
会

	
	

組
織
検
討
委
員
会

29
日
㈯	

東
京
弥
彦
村
人
会

	
	

加
茂
農
林
高
校
同
窓
会

	
	

あ
み
ぐ
る
み

	
	

志
賀
義
雄

	
	

東
京
浦
川
原
会

30
日
㈰	

松
代
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

能
水
会
東
京
支
部

	
	

東
京
笹
神
会

７
月
度
会
館
利
用
状
況

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野
テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
９
月
４
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
２
階
ホ
ー
ル

日
時
：
９
月
21
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
２
階
ホ
ー
ル

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳
　
政
直

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
９
月
８
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
２
階
ホ
ー
ル

※	

毎
月「
第
２
週
目
金
曜
日
」に
実
施

予
定
で
す
。

新入会員のご紹介７月分新入会員のご紹介７月分（敬称略）（敬称略）
（出身地は合併前の名称も使っています）

会員名 出身地 紹介者

濱田 庄市 新潟市 小林 保廣

山岸 弘 十日町市松之山 村山 富雄

村山 敏晴 十日町市松之山 村山 富雄

髙橋 勝 十日町市松之山 村山 富雄

アクセス
■地下鉄　千代田線　湯島駅１番出口より徒歩３分
　　　　　	銀座線　上野広小路駅A3番出口より徒歩10分
　　　　　	大江戸線　上野御徒町駅A3番出口より徒歩10分
■ＪＲ　　上野駅　しのばず口より徒歩13分
　　　　　御徒町駅　北口より徒歩13分
■私鉄　　京成線　京成上野駅より徒歩10分

会　　費
　お１人8,000円　＊出演者を含め300名で締め切らせていただきます。
出演申込
　●１団体・組織から３組までとさせていただきます。（出演組数により応相談）
　●申込順で40組までで締め切らせていただきます。
　●出演料　１演目につき3,000円
申込方法
　同梱の申込用紙にご記入の上、事務局までファクスでお申込みください。
　出演申込の方には事務局から詳細申込書をお送りさせていただきます。
　　申込先：事務局ファクス　03-3832-7639
　●会費・出演料、いずれも入金次第、チケットをお送り致します。
　●チケット発券にて領収とさせていただきます。
会　　場
　東天紅上野本店３階「鳳凰の間」
　東京都台東区池之端１-４-１（不忍池畔）TEL	03-3828-5111

●東大

湯島 上野御徒町
仲御徒町

上
　
野●上野恩賜

　公園

池之端

京成上野■

根津

春日通り

本郷三丁目
上野広小路

319

437

17

254

東天紅
上野店

令和5年10月14日（土） 受付 10：00～  開演10：30～15：00終了

東京新潟県人会　第13回芸能大会東京新潟県人会　第13回芸能大会
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　思えば山﨑ヤスさんとは、同期の副会長としていつも隣に座り、会議
が始まるまではお互いの近況など雑談を交わしておりました。５月９日
の正副会長会議が終わり二人で駅に向かいました。「ヤスさん、みなさん
と飲みに寄っていかないの？」と私が言いますと「いやぁ、この頃は控
えているのよ」とおっしゃって別々の駅に向かって別れました。それが
最後のお別れになるとは想像だにせず・・・・・。
　７月２日に亡くなられたときいてわが耳を疑いました。そんな筈はな
い、そんな筈はないと何度も胸の中で叫び続けました。しかし、７月４

日の会議の席で、それが事実だと知り愕然としました。
　以前、ヤスさんはご自分の半生を講演されたことがありました。お若い頃東京の豆腐屋さんに嫁がれ
て大変なご苦労をされたことをお聞きし、よくもまあ今日までお元気で乗り超えていらしたと私も胸が
熱くなりました。そんなヤスさんがアッという間に逝ってしまわれて、隣の席に風穴が空いたようで、
なんとも落ち着きません。若い頃から苦労された方なので、人の批判めいたことは言わない方でした。
姑さまにもよく仕えた方のようで話を聞いて頭が下がる思いでした。屈託のないあの笑顔が忘れられま
せん。ヤスさん、どうぞ安らかにお眠りください。あちらの世界でもヤスさんの優しいお人柄にみなさ
んが集まっていらっしゃることでしょう。県人会のみなさまでご冥福を心よりお祈りいたします。
　さようなら、ヤスさん。

東京新潟県人会 副会長　山﨑ヤスさんを偲んで東京新潟県人会 副会長　山﨑ヤスさんを偲んで
� 東京新潟県人会��副会長　細井ミツ子　　　　� 東京新潟県人会��副会長　細井ミツ子　　　　

次回（11月）の「卓話の時間」（トークイベント＆演奏会）開催予告！
テーマ：「ウクライナに一日も早く平和を！」
　【卓話者】カテリーナさん（ウクライナ出身の民族弦楽器バンドゥーラ奏者）
　　世界の平和を願って、歌声と演奏などを通してウクライナの伝統と今をお伝えするチャリティー・トークショー。
　　日時：令和５年 11 月 14 日（火）15：00 ～／会場：東京新潟県人会　２階ホール／会費：（茶菓代）500 円

9 月の「卓話の時間」開催案内！

【卓話者】

宇都宮�健児�氏
1946 年	 愛媛県生まれ
1969 年	 東京大学法学部中退、
	 司法修習所入所
1971 年	 弁護士登録、
	 東京弁護士会所属

日　時 : 令和 5 年 9 月 12 日（火）15：00 ～
受　付 : 14：30 ～　定員 70 名
会　場 : 東京新潟県人会　2階ホール
会　費 : （茶菓代）500 円

【自己紹介】
　弁護士として、クレジット・サラ金問題に早くから取り組み、
多重債務に苦しむ多くの人を助けてきた。また、一般社団法
人反貧困ネットワーク理事長として、貧困問題の解決に向け
た運動にも取り組んでいる。
＜現在＞
　全国クレサラ・生活再建問題対策協議会副代表幹事、全国
ヤミ金融・悪質金融対策会議代表幹事、オウム真理教犯罪被
害者支援機構理事長、全国消費者行政ウォッチねっと代表幹
事、一般社団法人反貧困ネットワーク理事長、のりこえねっ
と（ヘイトスピーチとレイシズムを乗り越える国際ネットワー
ク）共同代表、人間らしい労働と生活を求める連絡会議（生
活底上げ会議）代表世話人、公正な税制を求める市民連絡会
共同代表、再審法改正をめざす市民の会共同代表、希望のま
ち東京をつくる会代表、週刊金曜日編集委員などを務める。

テーマ :「徴用工問題の解決に向けて」

（	11	）



▶
1日（金）～3日（日）

初日13：00から
最終日16：00まで

つばめハウスウェア即売会 in ネスパス
燕地域には金属加工を得意とする企業が多く集まって
おり、組合員企業は高技術、高品質の安心で安全な家
庭用品、食卓台所用品の製造を行っています。今回、
選りすぐりの製品を工場より直販します。「Made in 
TSUBAME」の素晴らしい品々をお手に取ってご覧
ください。皆様のご来場を心よりお待ちしています。

【主催】日本金属ハウスウェア工業組合

▶
8日（金）～10日（日）

初日13：00から
最終日16：30まで

「奥信越の秋」を満喫！知って食べる秋山郷
雪深い土地柄から、雄大な大地、日本の原風景が残る
奥信越（信濃川に沿った長野県、新潟県の県境地域）。
奥信越の秘境「秋山郷」と日本一の河岸段丘や巨大な
柱状節理に代表される「苗場山麓ジオパーク」の大自
然を中心に、その周辺地域の魅力をたっぷりご紹介し
ます！ 沿線道の駅の人気商品販売もあります。

【主催】新潟県十日町地域振興局

▶
15日（金）～16日（土）

〈館内〉
初日13：00から
最終日16：00まで

秋の新潟市南区「新鮮・おいしさ直送便」
新潟市南区から秋の味覚の直送便！ 和梨やぶどう、
枝豆、新米コシヒカリ、シャキシャキとした歯ごたえ
がやみつきになる伝統の食用菊「かきのもと」など、
秋の旬を新鮮なままお届けします。また、24 畳の大
凧が舞う「白根大凧合戦」のご紹介やミニ凧の販売な
ども行います。この機会に、新潟市南区をご堪能くだ
さい！

【主催】新潟市南区観光協会、新潟市南区産業振興課

正
副
会
長
会
（
７
月
定
例
）

令
和
５
年
７
月
４
日
（
火
）

一
、
６
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
予
算
執
行
状
況
報
告

四
、
芸
能
大
会
副
実
行
委
員

長
は
杉
山
副
会
長
に
変
更

会
費
は
１
万
円
を
予
定
す

る
が
会
場
の
見
積
書
を
検

討（
８
千
円
に
後
日
決
定
）

出
演
者
は
３
千
円

五
、
納
涼
ま
つ
り
に
つ
い
て

村
山
副
会
長
よ
り
役
割
分

担
の
詳
し
い
説
明

六
、
組
織
検
討
委
員
会
会
議

内
容
報
告
、
鈴
木
副
会
長

（
同
委
員
長
）
よ
り

七
、「
上
野
不
忍
ピ
ー
ス
ラ
イ

ト
」
が
開
催
さ
れ
る
事
と

な
り
実
行
委
員
会
体
制
が

決
定
。
代
表
は
小
林
保
廣

会
長
、
実
行
委
員
長
は
福

原
副
会
長

八
、
山
崎
副
会
長
の
逝
去
に

よ
り
女
性
委
員
会
は
杉
山

副
会
長
を
担
当
副
会
長
に

指
名

常
務
理
事
会
（
７
月
定
例
）

令
和
５
年
７
月
４
日
（
火
）

一
、
６
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
正
副
会
長
会
議
内
容
報

告
四
、
各
委
員
会
報
告

財
団
理
事
会
（
７
月
定
例
）

令
和
５
年
７
月
25
日
（
火
）

一
、
６
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
予
算
執
行
状
況
報
告

四
、
理
事
・
監
事
評
議
員
選

任
に
つい
て
理
事
長
よ
り
文

書
に
よ
る
提
案
と
説
明
。

　
出
席
者
か
ら
内
容
の
確
認

と
変
更
提
案
が
あ
り
渡
邊

理
事
が
文
書
原
案
を
作
成

し
次
回
ま
で
に
各
理
事
・

監
事
に
送
付
し
検
討
。

組
織
委
員
会
（
７
月
定
例
）

令
和
５
年
７
月
13
日
（
木
） 

一
、
前
回
迄
の
決
定
事
項
確

認
二
、
今
回
の
審
議
決
定
事
項

（
修
正
の
上
）
次
回
委
員

会
で
決
定
し
、
９
月
の
正

副
会
長
会
に
提
出

三
、
継
続
審
議
の
事
項
に
つ

い
て
は
次
回
に
検
討

文
化
委
員
会
（
７
月
定
例
）

令
和
５
年
７
月
13
日
（
木
）

一
、
第
25
回
「
作
品
展
「
の

協
力
依
頼
書
を
前
回
出
展

者
等
約
２
０
０
名
に
発
送

す
る
。

二
、
作
品
展
の
案
内
ハ
ガ
キ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
構
想
・

原
稿
等
を
協
議
す
る
。

三
、
第
36
回
文
化
講
演
会
の

講
師
は
継
続
審
議
。

四
、
納
涼
祭
受
付
業
務
の
重

責
を
認
識
し
士
気
高
揚
を

計
る

広
報
委
員
会
（
７
月
定
例
）

令
和
５
年
７
月
14
日
（
金
）

一
、
県
人
会
と
財
団
の
現
況

と
今
後
の
方
向

二
、
会
報
の
現
況

　
①
８
月
号
の
進
行
状
況

　
②
９
月
号
の
編
成

　
③
７
月
号
の
反
省

　
以
上
、
報
告
と
議
論

三
、
新
広
報
委
員
紹
介

四
、
次
回
開
催
10
日
変
更

女
性
委
員
会

令
和
５
年
７
月
22
日
（
土
）

一
、
新
委
員
１
名
参
加
総
勢

６
名

二
、
今
後
の
方
針

　
芸
能
大
会
で
女
性
委
員
の

役
割
を
果
た
す
。

三
、
各
委
員
会
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
し
て
女
性
委
員
の
存

在
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
４
回
組
織
検
討
委
員
会

令
和
５
年
７
月
28
日
（
金
）

一
、
前
回
迄
の
決
定
事
項
確

認
二
、
今
回
の
審
議
決
定
事
項

（
修
正
の
上
）
次
回
委
員

会
で
決
定
し
、
９
月
の
正

副
会
長
会
に
提
出
す
る
。

三
、
継
続
審
議
の
事
項
に
つ

い
て
は
次
回
に
検
討
す
る

９月ネスパス イベント情報ネスパス イベント情報表参道・新潟館
▶▶▶　　No．00303No．00303

B１F お食事処「新潟食楽園」 TEL 03-5775-4322

１F イベントスペース
 物産販売「新潟食楽園」 TEL 03-5775-4332
 会席・和食「にいがたの味　静香庵」
 TEL 03-5771-8500

２F （公社）新潟県観光協会 東京観光センター
 にいがた暮らし・しごと支援センター
 TEL 03-5771-7713、03-5771-7755

◇東京メトロ「表参道駅」A2出口より 徒歩１分
◇JR山手線「原宿駅」表参道口より　徒歩10分

■TEL：03-5771-7711  （代）　■FAX：03-5771-7712
■E-mail：nespace@nico.or.jp
■URL  https://www.nico.or.jp/nespace/

公益財団法人にいがた産業創造機構

ネスパス で検索!

会

議
・
委

員

会

報

告

開催時間　10：30～18：00 ※初日と最終日以外

ネスパスでは、地元・新潟の季節の食材や話題の物産などを紹介するイベントを開催しています。食をはじめとする新潟県の魅力に触れていただけるよう、さまざ
まな催しもご用意しておりますので、表参道にお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。新型コロナウイルス感染症などの影響により、イベント開催や出店者なら
びに販売商品が変更となる場合がございますので、あらかじめホームページ等でご確認の上、ご来館ください。

▶
17日（日）～18日（月・祝）　〈館内〉初日13：00から最終日16：00まで

三条市イベント　和釘打ち体験会 ※17日（日）10：30～17：00
日本酒、ワインの飲み比べ・手づくり笹だんご

▶ 21日（木）～24日（日）　〈館内〉初日13：00から最終日16：00まで
なかよしミート・竹徳かまぼこ・日本酒飲み比べ ※22日（金）～24日（日）

▶
21日（木）～22日（金）

〈屋外テント〉
初日13：00から
最終日16：00まで

秋の味覚「極上☆新潟県聖籠産ぶどう」フェア
聖籠町では、果物が美味しく育つ砂丘地を生かしていろ
いろなぶどうを栽培しています。「新潟でぶどう？」と思わ
れたあなた!! ぜひ食べてみてください！ 砂丘ならではの
ジューシーな果肉に新潟のイメージが変わるかもしれま
せん！  ※状況により数量制限を行う場合があります。

【主催】聖籠町、聖籠町観光協会、聖籠地場物産株式会社

▶ 15日（金）～18日（月・祝）　〈屋外テント〉初日13：00から最終日16：00まで
キッチンカー ※天候により中止になることがあります。

▶ 23日（土・祝）～24日（日）　〈屋外テント〉初日13：00から最終日16：00まで
南魚沼産新米販売会

▶
29日（金）～30日（土）

初日13：00から
最終日16：00まで

越後長岡ふるさと会フェア
“ふるさと長岡の魅力をより多くの人に伝えたい”という
熱い思いが形になった「越後長岡ふるさと会フェア」。６
回目の今年は２日間開催します!! 会場には長岡自慢の
美味しい地場産品をご用意します。ご自分用に、お土産
用に、きっとお気に入りの一品が見つかるはずです。どん
な商品が登場するかは当日のお楽しみ！ どうぞ、この機
会に長岡をご堪能ください！ 【主催】越後長岡ふるさと会

（ 12 ）



高
柳
町
門
出
の

「
高
志
の
生
紙
工
房
」を
見
学

次
は
「
高
志
の
生
紙
工
房
」（
こ

し
の
き
が
み
こ
う
ぼ
う
）
見
学
。

高
柳
町
門
出
に
あ
る
。
五
代
目
の

小
林
康
生
社
長
に
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
。
昔
は
門
出
で
40
戸
程
が

冬
の
副
業
で
紙
を
漉
い
て
い
た
そ

う
だ
が
今
は
う
ち
だ
け
で
す
と
の

話
か
ら
始
ま
り
材
料
の
楮
を
漉
く

と
こ
ろ
や
和
紙
造
り
を
見
る
。
清

酒
「
久
保
田
」
の
瓶
に
貼
っ
て
あ

る
ラ
ベ
ル
は
35
年
位
前
か
ら
す�

べ
て
こ
ち
ら
で
製
造
し
て
い
る
。

続
い
て
２
階
の
展
示
場
で
紙
製

造
や
製
品
の
数
々
を
紹
介
す
る
ビ

デ
オ
を
鑑
賞
す
る
。
展
示
場
に
は

各
種
の
和
紙
や
製
品
各
種
・
手
漉

き
カ
レ
ン
ダ
ー
等
々
が
多
数
展
示

さ
れ
て
い
た
。
お
土
産
に
買
う
方

も
い
た
。
社
長
か
ら
国
内
産
の
楮

は
手
に
入
り
に
く
く
輸
入
品
に
頼�

っ
て
い
る
と
苦
労
話
を
お
聞
き
し

た
。そ

の
後
じ
ょ
ん
の
び
村
で
昼
食

後
浦
佐
駅
に
送
っ
て
頂
き
３
年
ぶ

り
の
訪
問
旅
行
は
無
事
終
了
し
た
。

�

（
鈴
木
輝
雄
・
旅
ク
ラ
ブ
会
長
）

◎「
旅
ク
ラ
ブ
」ふ
る
さ
と
訪
問
◎

「
じ
ょ
ん
の
び
村
」（
柏
崎
市
高
柳
）訪
問
旅
行

　―
―
名
勝
庭
園
、温
泉
、酒
蔵
、生
紙
工
房
を
巡
る

の
庭
を
形
成
し
て
い
る
。
園
全
体

が
苔
で
覆
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
刻
々
と

様
々
の
景
観
が
見
も
の
で
す
。

一
同
し
ば
し
心
ゆ
く
ま
で
名
園
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

じ
ょ
ん
の
び
村
到
着
後
夕
食
ま

で
温
泉
に
つ
か
り
ゆ
っ
く
り
休
ん

で
宴
会
場
へ
。
飲
み
放
題
付
の
宴

会
終
了
後
は
部
屋
で
二
次
会
開
始
。�

皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
て
就
寝
。

銘
酒「
姫
の
井
」の
石
塚
酒
造

酒
蔵
見
学

翌
日
は
朝
食
後
「
姫
の
井
」
で

知
ら
れ
る
石
塚
酒
造
会
社
酒
蔵
見

学
で
す
。
杜
氏
さ
ん
か
ら
酒
蔵
に

案
内
さ
れ
て
酒
造
り
の
工
程
を
詳

し
く
説
明
し
て
頂
い
た
。
そ
の
後

四
種
類
の
お
酒
を
試
飲
し
て
味
の

違
い
を
感
じ
ま
し
た
。「
姫
の
井
」

の
目
指
す
酒
質
は
「
凛
麗
芳
醇
」

な
味
わ
い
。
そ
の
為
に
も
ち
米
四

段
仕
込
み
を
行
い
、
き
れ
い
な
酒

質
に
な
り
や
す
い
厳
寒
期
（
12
月

～
３
月
）
に
酒
造
り
を
行
っ
て
い

る
と
お
聞
き
し
た
。

「
旅
ク
ラ
ブ
」の
３
年
ぶ
り

ふ
る
さ
と
訪
問
旅
行

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
ぎ
で
諸
行

事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
３

年
ぶ
り
に
「
旅
ク
ラ
ブ
」
の
ふ
る

さ
と
訪
問
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

行
先
は
「
じ
ょ
ん
の
び
村
柏
崎
市

高
柳
」
で
す
。
間
際
に
都
合
の
悪

い
方
が
出
て
参
加
者
は
12
名
で�

し
た
。
上
越
新
幹
線
浦
佐
駅
（
13

時
９
分
着
）
に
ホ
テ
ル
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
が
出
迎
え
に
来
ま
し
た
。�

国
指
定
名
勝
庭
園

「
貞
観
園
」を
見
学

最
初
の
見
学
は
国
指
定
名
勝
庭

園
（
昭
和
12
年
指
定
）
の
「
貞
観

園
」
で
す
。
１
６
７
３
年
に
善
右

衛
門
正
信
が
松
之
山
か
ら
移
住
さ

れ
、
１
７
８
４
年
に
「
貞
観
堂
」

建
築
１
８
４
３
年
に
「
貞
観
園
」

と
な
る
。
八
代
亀
石
翁
の
時
に
小

堀
遠
州
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
京

風
の
建
築
・
造
園
を
し
た
。
園
内

は
「
主
石
賓
木
」
の
法
に
則
り
、

佐
渡
産
の
赤
玉
石
が
適
度
に
配
置

さ
れ
庭
全
体
を
覆
い
つ
く
し
た
苔

と
調
和
し
地
域
特
性
溢
れ
る
独
自

高志の生紙工房 銘酒「姫の井」の酒蔵 酒蔵内部

国指定名勝庭園・貞観園 ② 国指定名勝庭園・貞観園 ① 貞観園の佐渡産の赤玉石

（�13�）



粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
５
０
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

「
プ
レ
イ
ラ
ボ
み
つ
け
」が

オ
ー
プ
ン
！

�

（
見
附
市
）

◎
７
月
16
日
、大
型
遊
具
や

工
作
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
２

階
建
て
屋
内
施
設「
プ
レ
イ

ラ
ボ
み
つ
け
」が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

◎
天
候
に
関
係
な
く
子
ど
も

た
ち
が
思
い
き
り
身
体
を
動

か
せ
る
場
所
が
ほ
し
い
と
の

声
を
受
け
、旧
商
業
施
設
の

建
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

整
備
。
放
課
後
や
休
日
に
自

由
に
過
ご
せ
る
場
と
し
て
、

主
に
小
学
生（
特
に
高
学
年
）

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
設
置
す
る
用
具
や
利
用

ル
ー
ル
に
は
、小
学
生
キ
ッ

ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
話
し
合
っ

て
決
め
た
意
見
を
反
映
す
る

な
ど
、主
役
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
声
を
尊
重
し
た
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎「
プ
レ
イ
ラ
ボ
」と
い
う
愛

称
に
は
、運
動
や
工
作
を
通

し
、楽
し
み
な
が
ら
協
調
性

や
想
像
力
を
学
ん
で
い
く
場

所
、い
ろ
ん
な
遊
び
を
作
り

出
す
研
究
所
と
の
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場

所
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会

い
、お
互
い
に
成
長
し
合
え

る
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
施
設

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

◎
大
自
然
が
織
り
成
す
幻
想

的
な
景
色
を
求
め
、年
々
訪

れ
る
人
が
増
え
て
い
る
枝
折

峠
の
滝
雲
。
枝
折
峠
の
滝
雲

は
、大
河
の
よ
う
な
雲
海
が

山
を
越
え
て
谷
へ
流
れ
落
ち

る
絶
景
で
す
。
奥
只
見
湖
で

発
生
し
た
大
量
の
雲
海
が
山

の
稜
線
を
越
え
、山
肌
に

沿
っ
て
風
下
側
の
谷
へ
流
れ

落
ち
る
様
子
が
滝
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら「
滝
雲
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
滝
雲
」

の
発
生
確
率
が
高
く
な
る
秋

に
は
、ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
ま

で
ご
案
内
す
る「
う
お
ぬ
ま

滝
雲
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」を
運

行
し
て
お
り
、安
心
し
て
楽

し
く
滝
雲
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
魚
沼
に
お
い
で

い
た
だ
き
、一
生
に
一
度
は

見
た
い
絶
景「
滝
雲
」を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
魚
沼
市
観
光
協
会

魚
沼
市
吉
田
１
１
４
４

☎
０
２
５-

７
９
２-

７
３
０
０

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

一
生
に
一
度
は
見
た
い

絶
景〝
枝
折
峠（
し
お
り

と
う
げ
）の
滝
雲
〟

�

（
魚
沼
市
）

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク

10
周
年

�

（
佐
渡
市
）

◎
今
年
は
、佐
渡
ジ
オ
パ
ー

ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
さ
れ
て
か
ら
10
年
を
迎
え

る
節
目
の
年
で
す
。

◎
７
月
に
は
、佐
渡
ジ
オ

パ
ー
ク
日
本
認
定
10
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト「
佐
渡
で
め
ぐ

る
大
地
と
人
の
物
語
～
学
ぼ

う
、遊
ぼ
う
、食
べ
よ
う
～
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
佐
渡

市
内
外
か
ら
約
千
人
の
お
客

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、佐

渡
ジ
オ
パ
ー
ク
日
本
認
定
10

周
年
を
盛
大
に
祝
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◎
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

は
、太
古
の
昔
か
ら
の
島
の

成
り
立
ち
と
、そ
こ
で
暮
ら

す
人
々
の
文
化
が
深
い
関
わ

り
を
持
ち
、島
全
体
が
地
質

学
的
・
歴
史
的
見
ど
こ
ろ
に

あ
ふ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

佐
渡
市
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
室（
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
）

☎
０
２
５
９-

２
７-

２
１
６
２

子どもたちが放課後や休日に自由に
過ごせる遊びと学びの場
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下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

妙
高
散
歩「
逆
さ
妙
高
が

見
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」

�

（
妙
高
市
）

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

◎
弥
彦
村
は
、新
潟
県
の
ほ

ぼ
中
央
部
の
日
本
海
側
に
位

置
し
、西
は
霊
峰
弥
彦
山（
６

３
４
ｍ
）を
隔
て
て
新
潟
市
・

長
岡
市
と
接
し
、東
南
は
燕

市
、北
は
新
潟
市
と
そ
れ
ぞ

れ
肥
沃
な
穀
倉
地
帯
を
隔
て

て
隣
接
し
て
い
ま
す
。

◎
古
く
神
代（
か
み
よ
）の
時

代
、天
照
大
神（
あ
ま
て
ら
す

お
お
み
か
み
）の
曾
孫
の
天

香
山
命（
あ
め
の
か
ご
や
ま

の
み
こ
と
）が
、日
本
海
を
渡

り
、弥
彦
山
西
側
に
あ
た
る

野
積
海
岸（
現
長
岡
市
）に
上

陸
さ
れ
弥
彦
の
地
に
鎮
座
さ

れ
、農
耕
技
術
な
ど
様
々
な

産
業
の
基
礎
を
授
け
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
命
の

去
っ
た
後
も
、そ
の
子
孫
六

代
に
わ
た
っ
て
越
後
文
化
の

基
礎
が
作
り
上
げ
ら
れ
て

い
っ
た
こ
と
か
ら
、天
香
山

命
を
ご
祭
神
と
し
て
い
る
越

後
一
の
宮「
彌
彦
神
社
」は
、

万
葉
の
昔
か
ら「
お
や
ひ
こ

さ
ま
」の
愛
称
で
広
く
民
衆

か
ら
愛
さ
れ
、崇
拝
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
弥
彦

村
は｢

越
後
文
化
発
祥
の
地｣

と
言
わ
れ
、彌
彦
神
社
の
門

前
町
と
し
て
、ま
た
北
国
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て

き
ま
し
た
。

◎
妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公
園

の
シ
ン
ボ
ル「
妙
高
山
」。
そ

の
美
し
い
姿
が
眺
め
ら
れ
る

ス
ポ
ッ
ト
が
、池
の
平
温
泉

の
い
も
り
池
で
す
。
水
面
に

映
り
込
む「
逆
さ
妙
高
」が
お

す
す
め
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
で

す
が
、近
年
、外
来
植
物
の
ス

イ
レ
ン
が
水
面
を
覆
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、ス
イ
レ
ン
の

繁
殖
は
、い
も
り
池
の
生
態

系
に
も
影
響
を
与
え
、在
来

種
の
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
や
ヒ
ル
ム

シ
ロ
な
ど
が
確
認
さ
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
妙
高
市
は
、こ
の
よ
う
な

状
況
を
改
善
し
、美
し
い
自

然
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
、毎
年
、春
と
秋
の
２

回
、ス
イ
レ
ン
駆
除
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
６
月
末
に
は

今
年
の
１
回
目
を
実
施
し
、

夏
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
て
い
ま
す
。
美
し
い
逆
さ

妙
高
を
眺
め
に
、い
も
り
池

を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
隣
接
の
妙
高
高

原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
お

勧
め
で
す
。

環
境
生
活
課

☎
０
２
５
５-

７
４-

０
０
３
３

◎
わ
ら
ア
ー
ト
ま
つ
り
は
、

米
ど
こ
ろ
新
潟
市
で
最
大
の

農
地
面
積
を
持
つ
西
蒲
区
を

舞
台
に
、地
元
の
旧
合
併
５

町
村（
巻
町
、西
川
町
、潟
東

村
、岩
室
村
、中
之
口
村
）の

小
学
生
が
育
て
た
稲
の
わ
ら

を
原
材
料
に
使
っ
た
ア
ー
ト

作
品
を
展
示
す
る
、屋
外

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◎「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
国
で
米

を
収
穫
し
た
後
の
わ
ら
を

使
っ
て
造
形
物
を
つ
く
ろ

う
」と
、旧
岩
室
村
と
交
流
の

あ
っ
た
武
蔵
野
美
術
大
学
の

学
生
た
ち
と
共
に
ス
タ
ー
ト

し
、今
年
で
15
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

◎
学
生
と
地
元
の
制
作
サ

ポ
ー
タ
ー
等
が
協
働
で
、上

堰
潟
公
園
で
迫
力
あ
る
３
体

の
わ
ら
ア
ー
ト
作
品
を
制

作
。
今
年
の
テ
ー
マ
は「
越

後
の
海
」。「
ト
キ
」、「
タ
コ
」、

「
イ
ル
カ
」と
そ
れ
ぞ
れ
新
潟

に
ゆ
か
り
の
あ
る
３
体
の
迫

力
あ
る
黄
金
色
の
わ
ら
ア
ー

ト
作
品
が
、上
堰
潟
公
園
で

展
示
さ
れ
、見
る
人
に
感
動

を
与
え
ま
す
。

８
月
27
日
～
10
月
31
日

上
堰
潟
公
園（
松
野
尾
１
）

西
蒲
区
産
業
観
光
課

☎
０
２
５
６-

７
２-

８
４
１
７

下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

わ
ら
ア
ー
ト
ま
つ
り

「
越
後
の
海
」を
テ
ー
マ
に
、

巨
大
な
ア
ー
ト
作
品
を
展
示

�

（
新
潟
市
西
蒲
区
）

◎
村
上
市
岩
船
港
の
北
西
約

35
㎞
の
日
本
海
に
浮
か
ぶ
粟

島
浦
村
の
玄
関
口
、内
浦
地

区
に
あ
る
粟
島
汽
船
乗
り
場

に
、写
真
の
よ
う
な
す
て
き

な
女
性
が
現
れ
ま
し
た
。
縦

16
ｍ
×
横
10
ｍ
４
階
建
て
の

建
物
全
体
を
活
用
し
て
描
か

れ
て
い
ま
す
。

◎
こ
れ
は
、「
ミ
ュ
ー
ラ
ル

（
壁
画
）ア
ー
ト
」と
い
い
、７

月
か
ら
製
作
を
開
始
。
炎
天

下
の
続
く
中
、高
所
作
業
車

を
巧
み
に
操
り
な
が
ら
、下

地
塗
り
や
下
書
き
、彩
色
な

ど
約
一
ヶ
月
の
期
間
で
完
成

し
ま
し
た
。
同
時
期
に
島
の

西
海
岸
に
あ
る
も
う
一
つ
の

地
区
、釜
谷
地
区
に
も
大
き

な
波
返
し
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
面
に
す
て
き
な
壁
画
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

◎
粟
島
の
定
期
船
か
ら
、島

に
訪
れ
る
皆
様
の
最
初
の

「
お
も
て
な
し
役
」を
担
う
彼

女
。
実
は
、こ
の
ア
ー
ト
は

単
な
る「
絵
」に
留
ま
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
様
々
な
粟
島
浦
村

内
外
で
起
こ
る
イ
ベ
ン
ト
で

村
の
象
徴
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
の
彼
女
の

活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

粟
島
浦
村
　
総
合
政
策
室

☎
０
２
５
４-

５
５-

２
１
１
１（
代
）

粟
島
の
新
た
な

「
お
も
て
な
し
役
」
が

誕
生�

（
粟
島
浦
村
）

スイレンが駆除されて妙高山の姿が
くっきりと水面に映るようになりました。

県
央弥彦

・
三
条
エ
リ
ア

弥
彦
村
は

越
後
文
化
発
祥
の
地

�
（
弥
彦
村
）
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昭
和
56
年
の
初
版
以
来

40
数
年
振
り
の
令
和
改
訂
版

　
本
書
は
、昭
和
56
年（
１
９

８
１
年
）に
出
版
さ
れ
た
初
版 

本『
月
潟
村
の
民
話
』改
訂
版

と
し
て
、令
和
５
年
３
月
10 

日
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
訂
版
編
集
担
当
は「
月
潟 

お
は
な
し
の
会
」（
平
成
18
年

結
成 

石
塚
加
苗
・
会
長
）。

挿
絵
は
日
本
画
家
・
横
山
信
子 

さ
ん（
日
本
美
術
院 

院
友
）。

　
表
紙
、見
返
し
の
体
裁
か
ら
、 

造
本
、読
み
や
す
い
本
文（
全

97
頁
）レ
イ
ア
ウ
ト
、各
話
に

あ
し
ら
わ
れ
た
楽
し
い
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン（
挿
絵
）ま 

で
、実
に
丹
念
に
仕
上
げ
ら
れ 

て
お
り
、類
書
の
中
で
も
屈
指 

の
好
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
目
次
を
見
て
み
よ
う
。

冒
頭
に・「『
月
潟
の
民
話
』の
発�

刊
に
寄
せ
て
」（
月
潟
コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
・
金
子
周

永
）、・「
月
潟
の
民
話
を
次
世

代
へ
」（
月
潟
お
は
な
し
の
会

会
長
・
石
塚
早
苗
）。次
い
で 

　
　昔
話

１
．カ
ワ
ス
と
キ
ツ
ネ

２
．ふ
る
や
の
も
る
や

　
　
…
…

８
．長
い
名
前
の
話（
令
和
版
追
加
）

　
　
伝
説

９
．大
き
な
ヘ
ビ

　
　
…
…

12
．人
柱
地
蔵（
令
和
版
追
加
）

　
　
世
間
話

13
．白
い
ヘ
ビ

14
．万
金
丹
の
話

　
　
…
…

28
．河
童
松
の
話

29
．モ
グ
ラ
モ
チ
送
れ
や

�

（
令
和
版
追
加
）

　
　伝
承

・
角
兵
衛
獅
子
物
語

　
　
第
一
話

　
　
第
二
話

県
関
連
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
紹
介

県
関
連
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
紹
介

　
　
第
三
話

・
角
兵
衛
獅
子
口
上

　
　
　
　
　
お
囃
子
版

あ
と
が
き
―
こ
の
本
を
手
に

し
た
子
ど
も
た
ち
へ

　
　
⦿
　
⦿

冒
頭
の「
月
潟
の
民
話
を
次
世 

代
へ
」で
、石
塚
会
長
は
、

「
…
月
潟
お
は
な
し
の
会
で

は
、こ
の『
月
潟
の
民
話
』を

語
り
継
い
で
欲
し
い
と
願
っ 

て
、小
学
生
か
ら
読
め
る
よ
う
、 

語
れ
る
よ
う
に
内
容
、構
成
、

表
現
な
ど
に
つ
い
て
見
直
し

ま
し
た
。
…
」。

　
又
、「
あ
と
が
き
」で
は
、

月
潟
お
は
な
し
の
会
民
話
集

担
当 

浜
田
伸
子（
元
新
潟
市

立
月
潟
小
学
校
長
）さ
ん
は
、 

「
…
皆
さ
ん
に
地
域
の
宝『
月

潟
の
民
話
』を
語
り
継
い
で
欲 

し
い
と
い
う
願
い
で
、令
和
改 

訂
版
を
出
版
し
ま
し
た
。皆
さ 

ん
が
読
め
る
よ
う
に
語
れ
る

よ
う
に
、一
話
づ
つ
表
現
や
内 

容
を
見
直
し
ま
し
た
。
…
」。

 

（
広
報
・
樋
口
）

令
和
改
定
版

『
月
潟
の
民
話
』

　編
集
：
月
潟
の
お
は
な
し
の
会

　挿
絵
：
横
山 

信
子

発行社：
月潟コミュニティ社
〒 950-1304
新潟市南区月潟 535
（南区月潟支所内）
TEL：025-372-6905
編集：
月潟おはなしの会
印刷：シナノパブリッ
シングプレス
デザイン：スピリコ

―
上
野
散
歩
―

ア
メ
横
は
ア
メ
ヤ
か

ア
メ
リ
カ
か
ど
ち
ら
か
な

上
野
か
ら
山
手
線
沿
い
に
御

徒
町
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
の
高
架
下

と
西
側
の
約
４
０
０
～
５
０

０
メ
ー
ト
ル
を
中
心
に
約
４

０
０
軒
も
の
専
門
店
が
並
ぶ

商
店
街
で
す
。
此
処
は
、
年

末
に
な
る
と
必
ず
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
る
暮
れ
の
風
物
詩

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
が
蔓
延
し
た
頃
は
長
い
通

り
が
見
渡
せ
る
ほ
ど
で
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
こ

の
頃
は
人
出
は
戻
り
、
通
り

一
杯
の
人
出
で
歩
く
の
が
困

難
で
、
外
人
の
姿
も
増
え
て

来
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
専
門

店
が
店
を
出
し
、
対
面
方
式

で
値
引
き
交
渉
に
も
応
じ
て

く
れ
ま
す
。
お
菓
子
や
果
物

か
ら
野
菜
、
魚
貝
類
、
肉
や

お
も
ち
ゃ
、
１
０
０
０
円
で

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
山
盛
り

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
毎
日
が
お

祭
り
騒
ぎ
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

飲
食
店
居
酒
屋
が
立
ち
並
ん

で
い
ま
す
。
正
式
名
称
は

「
ア
メ
横
商
店
街
連
合
会
」

と
い
い
ま
す
。
こ
の
商
店
街

の
由
来
は
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
砂

糖
が
手
に
入
り
に
く
か
っ
た

時
代
に
露
店
を
出
し
た
中
国

か
ら
の
引
揚
者
が
飴
を
販
売

し
て
、
甘
味
に
飢
え
て
い
た

人
々
に
大
好
評
を
博
し
た
か

ら
で
、「
芋
飴
」
を
売
る
店
が

み
る
み
る
増
え
て
問
屋
街
が

出
現
し
ま
し
た
。
上
野
駅
は

東
北
本
線
や
上
越
線
、
信
越

線
か
ら
の
行
商
も
盛
ん
で
、

一
斗
缶
で
野
菜
や
乾
物
、
米

な
ど
を
仕
入
れ
て
来
た
行
商

人
が
東
京
で
そ
の
商
品
を
売

り
、
一
斗
缶
が
空
に
な
る
と

上
野
で
バ
ケ
ツ
一
杯
に
仕
入

れ
て
、
東
北
や
新
潟
方
面
に

売
り
に
行
き
、
３
倍
か
ら
４

倍
の
値
段
で
売
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
地
方
か
ら
の
食
糧

行
商
帰
り
に
、「
ア
メ
ヤ
横

丁
」
で
飴
の
仕
入
れ
が
で
き

る
為
、
非
常
に
効
率
の
い
い

行
商
で
し
た
。

一
方
、
進
駐
軍
か
ら
の
放
出

物
資
が
出
回
り
、
朝
鮮
戦
争

が
始
ま
る
と
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
物
資
が
集
ま
り
、
こ
の
通

り
は
巨
大
な
「
ア
メ
リ
カ
横

丁
」
と
云
う
闇
市
が
出
現
し

ま
し
た
。

　
闇
市
は
普
通
、
的
屋
と
呼

ば
れ
る
や
く
ざ
が
し
き
っ
て

い
ま
す
が
、
此
処
は
５
０
０

人
程
の
闇
屋
の
店
主
が
集

ま
っ
て
、
組
合
を
結
成
し
運

営
を
し
て
お
り
、
そ
れ
が
現

在
で
も
続
い
て
る
「
ア
メ
横

商
店
街
連
合
会
」
と
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
。「
ア
メ

ヤ
横
丁
」
と
「
ア
メ
リ
カ
横

丁
」
か
、
二
つ
の
流
れ
が
歴

史
と
と
も
に
一
つ
と
な
り
、

育
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

昭
和
の
香
り
懐
か
し

昭
和
の
香
り
懐
か
し

ア
メ
横
の
通
り
を
行
か

ア
メ
横
の
通
り
を
行
か

ば
秋
風
ぞ
立
つ

　
夢
暁

ば
秋
風
ぞ
立
つ

　
夢
暁

　
新
潟
県
人
会
館
へ
お
出
掛

け
の
折
は
早
目
に
お
家
を
出

て
、
ぜ
ひ
、
ア
メ
横
そ
ぞ
ろ

歩
き
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

��

ゆ
め
あ
き
ら
　
筆

ゆ
め
あ
き
ら
　
筆

◉
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
寄
稿

（
テ
ー
マ
：
自
由
、世
相
雑
感
、

趣
味
の
話
…
等
）
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

みんなの
広場

（ 16 ）
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東
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新
潟
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㈱
第
一
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東
京
本
部

　
　  

東
京
都
台
東
区
根
岸
二
―
十
四
―
十
八

編

集

後

記

　
９
月
・
長
月
・Septem

ber

　
季
節
暦
二
十
四
節
気
・
七
十
二

候
は
、
処
暑
節
（
８
・
23
～
９
・ 

７
）
の
初
候
、
次
候
か
ら
末
候 

（
９
・
２
～
９
・
７
）
へ
。
残
暑
の

時
節
。
そ
れ
で
も
朝
の
風
な
ど
に

そ
こ
は
か
と
な
い
秋
の
気
配
が
。

長
く
本
当
に
厳
し
か
っ
た
今
年

の
夏
も
、
漸
く
に
し
て
終
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
ば
夏
の
光
よ
　
信
夫

　
本
誌
９
月
号
の
巻
頭
特
集
は
、 

４
年
ぶ
り
開
催
の
「
令
和
５
年
納

涼
ま
つ
り
」（
７
／
17
）。
早
や
、

〝
今
年
の
夏
の
思
い
出
〟
と
な 

り
ま
し
た
。
表
紙
は
、
一
足
早
く

秋
が
や
っ
て
く
る
高
原
の
風
景

「
湯
沢
高
原
の
コ
キ
ア
畑
」。

　
湯
沢
町
企
画
観
光
課
よ
り
写

真
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

東京新潟県人会　７月号

10月８日（日）開催の何もかも夢絵巻
と言われる幻想の世界「狐の嫁入り
行列」を見る会を阿賀町のご協力を
得て企画しました。是非ご参加くだ
さい。

日程表　旅クラブ（東京新潟県人会）
10月8日（日）～10月9日（月・祝）

【８日】
　上越新幹線東京駅　10時20分集

合　自由席３号車付近
　10時40分発～新潟駅　12時40分着
　13時　新潟駅南口広場　集合　阿賀町マイクロバスで阿賀

町へ移動
　14時　阿賀町着　つがわ狐の嫁入り行列散策（阿賀町観光ガ

イドが案内）
　15時　住吉神社　旅立ちの儀　15時40分　行列出発
　16時20分　子狐の祝い踊り（下越酒造前）
　17時45分　行列麒麟山公園到着・披露宴
　18時30分　フィナーレ
　19時30分　角神温泉　ホテル角神　宴会・宿泊

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
【９日】

　10時ホテル出発　10時20分　下越酒造酒蔵見学
　11時20分　下越酒造発　狐の嫁入り屋敷　昼食・見学・買い物
　12時30分　狐の嫁入り屋敷発～新潟駅へ
　13時30分　新潟駅　帰途

◎ 会費　２万円
◎ 旅費　自宅から新潟駅往復は各自ご負担ください。
◎ 申込　東京新潟県人会事務局
　 　　　Tel.  03（3832）7619　Fax.  03（3832）7639

「つがわ狐の嫁入り行列」見学

パソコンでも
スマホでも

会議室の予約はウェブで会議室の予約はウェブで

ＰＣ版は県人会のウェブから

（ 17 ）



本　　社　新潟市中央区万代 4 丁目 5 番 15 号
　　　　　TEL ０２５- ２４７- ５１７１

　　代表取締役社長　市　村　　稿　
東京支店　東京都新宿区中里町 29 番地 3
　　　　　TEL ０３- ５２０６- ５６６０

　　執行役員支店長　宮　澤　稲　夫

創ります。人と自然と文明の共存を。

株式会社 本間組
新潟本社　〒951-8650 新潟市中央区西湊町通三ノ町 3300‐3
 TEL　025‐229‐2511（代表）
東京支店　〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町４
 TEL　03‐3256‐0921（代表）
　ホームページアドレス　http://www.honmagumi.co.jp

＜【横型】名刺広告（カラー指定）＞ 

 
地域によりそう。 

地域にこたえる。 
地域をうごかす。 

〈東京支店・東京中央支店〉 
中央区日本橋室町 1－6－5(だいし東京ビル 3・4階) TEL 03(3270)4441 

〈池袋支店〉 
豊島区東池袋 3－4－3(NBF池袋イースト 10階)   TEL 03(3981)8221 

「佐渡島の金山」世界遺産登録を応援しています

ふるさと新潟の将来を一緒に考えます

県外にお住まいの方はお得！
「新潟日報電子版」お申し込みはこちら

東京支社 / 東京都千代田区内幸町 2 丁目 2 番 1 号
日本プレスセンタービル２階   TEL. 03-5510-5511

e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負

（ 18 ）



飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

◆全室バストイレ付の個室（３～５名室が中心）
◆JR山手線御徒町駅徒歩５分、地下鉄湯島駅徒歩１分
◆秋葉原電気街、上野公園、東京大学は徒歩５～１０分
料金は季節変動制のため、HPをご確認下さい。

所在地：東京都台東区上野1-13-6(東京新潟県人会館内)
TEL：03-6284-4357

東京上野ユースホステル
2021年新築OPEN！

第 25 回作品展のご案内

会報７月、８月号でご案内いたしましたが、第25回作品展を11月４日（土）から６日（月）
まで開催いたします。
コロナと共生の時に親交を深める、芸術文化は人の心にエネルギーを与える。人間性
豊かにし感性を養う。

今回のテーマは「結」です。
皆さまお誘い合わせの上是非ご鑑賞いただきます様ご案内いたします。
出展作品のお申込〆切は８月 31 日（木）ですが、お忘れの方は９月 13 日（水）まで
にお申込みください。

作品展実行委員長　　山本　ミチ子
文化委員会委員長　　樋口　昭

＝芸術は人心を潤す＝
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